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民事訴訟における

ＩＴの活用に向けて

最高裁判所
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資料２



ＩＴ化の柱

○当事者の利便性向上と効果的な争点整理の実現

○早期の実質審理の実現

○手数料等の電子決済化

○訴訟記録のペーパーレス化
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手続全体の満足度の向上

Web会議の活用

Ｗｅｂ会議の効用

Ａ事務所

Ｂ事務所

裁判所

出頭の負担の軽減 柔軟な期日指定
口頭議論の活性化

認識の共有化

✔ ✔

✔

効果的な争点整理の実現当事者の利便性の向上
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終わりに

～民事訴訟におけるＩＴの活用に向けて～
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